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NIE全国⼤会実践報告資料



作新学院小学部

 栃⽊県内唯⼀の私⽴⼩学校

 一の沢キャンパス内に幼稚園・小学

部・中等部・高等学校の各設置校

 各学年3クラス，児童数378名



発表内容

１．作新学院小学部のＮＩＥの取り組みについて

２．複数のメディア・ICTを活用したNIEの実践報告

３．成果と課題



ＮＩＥの取り組み ①NIEコーナー

ＮＩＥコーナーに新聞が届く → 新聞委員会が各教室へ配達

各学年・図書室の新聞スペース

【NIEコーナー】

 作新学院に関わる記事を掲示する。

 新聞についての理解が深まる題材の掲⽰と

説明を掲示。

 新聞に関するコンクール募集のお知らせ

【各教室】

 教室，廊下に新聞ラックを置き，自由に使

えるようにする。

 児童の作品の掲示場所として活用する。

日常の活動に位置づけ，新聞を身近なものに



【記事の掲⽰例】

・「復興ミカン」お礼に（平成30年10月3日 下野新聞）
⻄⽇本豪⾬の復興⽀援でできた交流。

・⺟の卵焼きヒント 児童考案のサンド（平成31年1月25日 朝日新聞）
学院と共同開発したランチパックを紹介。

・一緒に野球楽しもう（平成31年1月15日 下野新聞）
⾼等学校の硬式野球部との交流。

・作新８連覇（平成30年7月22日 下野新聞）
高等学校硬式野球部の記事。号外の説明とともに掲示。

ＮＩＥの取り組み ①NIEコーナー

・自分たちと関わりのある記事を掲示し，学校の活動とつなげる
ことで児童の興味を喚起する。



H30.9月
【作品テーマ】

 「宇都宮市をもっと知ろう」
市の記事あつめ（３年）

 「わたしたちのくらしと水」
壁新聞づくり（４年）

 「世の中をもっと知ろう」
新聞スクラップ作り（５年）

 紙上ディベート（６年）
 新元号を考えよう（６年）

・社会科・国語・総合的な学習
の時間の中にNIE活動を位置づけ，
作品作りを進める。

ＮＩＥの取り組み ②作新学院祭へ出品

・発信への意識を⾼める。
・来場者からの評価，感想を得る。



【特別活動】
・朝の会の題材として活⽤（１〜４年）
・新聞委員会の活動（放送で記事の紹介・委員会集会の発表）

【各教科】
・記事集め，壁新聞作り（３・４年）→新聞スクラップ作り（５・６年）
・新聞社への投書，ディベート（６年）
・学習資料としての活⽤
・主に社会科，国語，総合的な学習の時間に実践。

ＮＩＥの取り組み ③年間計画への位置づけ



・15台

・下野新聞電子版アプリ

・調べる，撮る，提示する，共有する

本校のICT環境

【小学部】児童用iPad（Wi-Fiモデル） 【アカデミアラボ】タブレットPC

・40台

・各設置校で共有



◇５年社会科「わたしたちのくらしを⽀える情報」

学習活動 指導上の留意点

１ ・新聞社の⾒学（花の⽇訪問）
下野新聞本社，朝日・読売・毎日・
産経の宇都宮支局を訪問。

・新聞ができるまでの⾏程で⾃分が知りたいこと，分からない
ことをインタビューできるように準備する。
・訪問時に⾒てくるポイントを整理し，⾒学に臨むようにする。

２
～
３

・訪問先の新聞社の情報を交換する。
・新聞記事を⾒て気づいたことを発
表する。
・新聞記事を比較し，共通すること
や異なることを出し合う。
・花の日訪問の記事は，どのような
思いで書かれているのかを考える。

・自分が訪問した新聞社での体験を合わせて考えることで，記
事になるときには情報が編集されていることに気づかせたい。

・⽐較にあたっては，⾒出し，本⽂の内容，写真の３点を⽐べ
るようにする。
・記事を読む人に何を分かってほしいのか，５紙に共通する点
を考えるが，難しい場合は自分の訪問先の新聞記事で考えても
らうことにする。

４ ・新聞ができるまでの過程，新聞作
りの⼯夫や努⼒についてまとめる。
・これから自分がどのように新聞に
関わっていくかを考える。

・マスメディアの良さと問題点を意識した上で，新聞を上⼿に
活用していくための方法を考えさせたい。

（単元計画(13時間扱い)のうち，NIEに関わる部分を抜粋）

実践事例① 複数の新聞を活用した授業



下野新聞(令和元年6月7日)

実践事例① 複数の新聞を活用した授業

新聞社を訪問した経験を踏まえて新聞記

事を⾒る。

【新聞社の様子で気づいたこと】
・思ったより人が少ない。
・新聞者の方からもいろいろ聞かれた。名前
（漢字）や年も聞かれた。

→記事を書くときには必ず取材をしている。

【新聞の内容から気づいたこと】
・自分が言ったことが載っている（いない）。
・写真がカラー（⽩⿊）。
・大きく（小さく）扱ってくれている。

→情報が編集されている。

花の日訪問の様子が記事になる

記事に関わる当事者だから気づくこと
※記事は下野新聞に許可を得て掲載しています。無断で記事を転載しないようお願いします。



下野新聞 毎⽇新聞（令和元年6月7日）

【毎日新聞は他の新聞社の記事よりも】

・写真が大きい。

・全員が前を向いて映っている。

・カラーで写っている。

・⽂量が多い。

実践事例① 複数の新聞を活用した授業

他の新聞社の記事が気になる

この記事がいちばんいいと判断

→（他の新聞社は）
・なぜこの写真︖
・なぜこの⽂︖



【共通していること】

・どの新聞も花の日訪問の説明をしている。

・「５年⽣が新聞社に花を届けに来た」ことを書いている。

→記事は正確な事実を伝えている。

【異なっていること】

・写真が「集合写真」か「花を渡している場面」かで分かれている。

・⾒出しの書き⽅が新聞社によって違う。

・他の学年のことに触れている新聞もある。

→記事は情報を選択し，分かりやすく伝えるための工夫をしている。

実践事例① 複数の新聞を活用した授業

新聞記事の読み比べ

・小学部の子どもたちが感謝の気持ちを
こめて花を届けていることを伝えようと
している。
→全員が映っていない写真にも意味があ
る
→考えの変化

記事を書く人の思い



◇５年社会科「わたしたちのくらしと環境」

学習活動 指導上の留意点・資料

１ ・水俣病が起こった経緯を確認する。
《NIE》《ICT》
・学習問題づくり

・NHK for School→ 水俣病の経緯について知る。
・朝日新聞→ 水俣病の実態，今なお続く問題について知る。

２
～
５

・水俣病によって起こった問題を調べ
る。《ICT》
・それぞれの⽴場から⽔俣病の解決の
ためにどんな⾏動をしたのか（しな
かったのか）を考える。

・ドキュメンタリー番組の⼀部を⾒ながら考える
・患者の⽴場→ 裁判に⽴ち上がった⼈の思い
・住⺠の⽴場→ 差別感情
・⼯場や国・県の⽴場→ ⽣産や排⽔を⽌められない理由など

６
～
７

・水俣病の解決に向けて，だれがどん
な取り組みをしたのかをまとめる。

・導入で使った新聞記事は，社会科で取り組んでいる新聞スクラッ
プに使ってもいいことにする。社会科で学んだ内容が普段の取り組
みにつながるようにしていきたい。

実践事例② メディアとICTを活用した授業

（単元計画（７時間扱い）より発表に関わる部分を抜粋）

・新聞以外と他のメディアによる資料を合わせて活⽤
・新聞資料→動画・写真資料



朝日新聞（平成28年5月1日）

実践事例② メディアとICTを活用した授業

新聞記事（導入） 動画・動画キャプチャ（導入）

NHK for Schoolの動画 動画キャプチャ(写真)

【新聞記事・ドキュメンタリー番組】

・今おこっているできごとを知る。

・記事を書いている人の思い(問題提起)が伝わる。

【動画クリップ】

・過去のできごとを知る。

・当時の経緯や様子が分かりやすく伝わる。

※朝⽇新聞許諾番号19-2916 朝日新聞社に無断で記事を転載しないようお願いします。



実践事例② メディアとICTを活用した授業

動画・動画キャプチャの活用

「病が⾒えない〜新潟⽔俣病は防げなかったのか〜」より

・違う切り取り⽅をしている番組からそれぞれの⽴場の考えを知る。

→物事を多角的に考えることができる

住⺠の⽴場から

「水俣病 魂の声を聞く〜公式確認から60年〜」より

被害者の⽴場から ⼯場の⽴場から



児童の感想

実践事例② メディアとICTを活用した授業

・それぞれの⽴場の考えを知り，⽔俣病をより多⾓的に考

えることができるようになる。

・新聞記事，動画が大きなインパクトを与える。

→児童の考えを深めたり揺さぶったりするための有効な資

料となる



実践事例② メディアとICTを活用した授業
新聞スクラップへ発展



◇５年社会科「これからの⾃動⾞⽣産」

学習活動 指導上の留意点

８ ・⾃動運転⾞の開発は，どのよう
な願いのもとに⾏われているかを
考える。

・動画クリップで実証実験の様⼦を紹介し，予想を⽴てるきっ
かけにする。
・最後に新聞記事を配り，自動運転技術の開発は運転者の安全
以外にも目的があることに気づかせたい。

９ ・⽇本の⾃動⾞⼯業が抱えている
問題をもとに，これからの⾃動⾞
工業はどうあるべきかを考える。

・新聞に関する記事は多いので，単元が終わった後も折に触れ
て新聞記事を紹介するように心がけたい。

実践事例③ ICTと新聞を活用した授業

・新聞以外と他のメディアによる資料を合わせて活⽤
・動画・写真資料 → 新聞資料

（単元計画(９時間扱い)のうち，発表に関わる部分を抜粋）



2017年9月3日 下野新聞

実践事例③ ICTと新聞を活用した授業

動画資料（⾃動運転の実証実験）

【⾃動運転が実現すると良い点】

・運転が楽になる。

・交通事故が減る。

【実用化するための問題】

・本当に交通事故が減るのか信用できない。

（⼦どもでも運転できてしまう︖）

・開発しているのは⾃動⾞会社ではない。
→なぜ︖どのような⽬的で︖



朝日新聞（2017年10月29日）

実践事例③ ICTと新聞を活用した授業

動画資料（⾃動運転の実証実験）
【⾃動運転⾞開発の⽬的】

・「中山間地の高齢者の足確保」のため

山間地の過疎化

高齢化する社会

→社会の問題を解決するために，⾃動⾞会社以外の⼈たち

も開発に参加していることが分かる。

・⼀つの資料だけでは分からない。
・⽂字資料を合わせることでよりじっくりと考えることが
できる。

→メディアの特性を⽣かした資料の活⽤

※朝⽇新聞許諾番号19-2916 朝日新聞社に無断で記事を転載しないようお願いします。



まとめ
１．複数のメディアを使うことによって

・多角的な視点を持つことができる。

・複数の情報から自分の考えを深めることができる。

２．ICTを活用することによって

・過去のできごとなども実感をもってとらえることができる。

・教材の収集と管理がしやすくなる



ご静聴ありがとうございました


